
第
二

節
　
結
社
の

発
展

一

　

多
彩
な
結
社
の

誕
生

神
奈
川
県
に
お
け
る
も
っ

と
も
早
い

結
社
と
し
て
は
、

南
多
摩
郡
の

責
善
会
と

横
浜
区
の

鶯
鳴
社
を
あ
げ
る
こ

と
が
で

き
る
。

と
も
に
一

八
七
八

（
明
治
十
一

）
年
の
成
立
で

あ
る
。

し
か
し
、

こ

れ
か
ら
述
べ

る
よ
う
に

結
社
が
多
く
組
織
さ
れ
る
の

は
国
会
開
設
運
動
が
展
開
す
る
一

八
八
〇（
明
治
十
三

）
年
以
降
で

あ
る
。

結
社

と
い

っ

て

も
政
治
結
社
（
政
社

）
だ
け
で

は
な
い

が
、

多
彩
な
結
社
の

誕
生
が
、

わ
が

国
に

民
主
的
な
国
会
を
創
設
し
よ
う
と
い

う
新
し
い

政
治
の

気
運
と
深
く
結
び
つ

い

て
い

た
こ

と
は
た
し
か
で

あ
る
。

こ

こ

に
い

う
結
社
と
は
、

当
時
の

主
と
し
て

農
民
や
一

部
の

商
人
た
ち
が
、

共
通
の

目
的

を
掲
げ
、

対
等
な
資
格
で

組
織
し
た
団
体
で

あ
る
。

今
日
の

研
究
会
や
政
治
団
体
の

源
流
と
考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
。

農
民
た
ち
の
こ

の

よ
う
な
組
織
づ
く
り
は
、

封
建
社
会
に

見
ら
れ
な
か
っ

た

新
し
い

動
向
で

あ
り
、

そ
の

自
立
し
た
姿
勢
は
注
目
に

あ
た
い

す
る
。

そ
れ
だ
け
で

な
く
、

こ

こ

で

結
社
の

ま
と
ま
っ

た
認
識
が
必
要
な
の

は
、

そ

の

活
動
が
自
由
民
権
運
動
や
政
党
結
成
の

基
礎
に

な
っ

て
い

る
か
ら
で

あ
る
。

幸
い

な
こ

と
に

神
奈
川
県
の

場
合
、

結
社
の

研
究
は
全
国
的
に

見
て

も
っ

と
も
進
ん
だ
県
の
一

つ

に

入
っ

て
い

る
。

そ
れ
で
は
、

蓄
積
さ
れ
た
諸
研
究
を
ふ
ま
え
、

現
在
ま
で
に

判
明
し
た
結
社
を
郡
区
別
・

年
代
順
に

整
理
し
、

そ
の

概
要
を
ま
と
め
て

み
よ
う
。

叙
述
に

多
少
の

差
が
出
る
の

は
、

資
料
に

制
約
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。

結
社
を
個
別
に

調
べ

る
前
に
、

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
結
社
を
全
体
と
し
て

概
観
し
て

お
こ

う
。

そ
の

場
合
、

結
社
の

活
動
が
社
会
に

お
い

て
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占
め
る
比
重
が
大
き
く
独
自
の
意
義
を
持
っ

て
い

た
の

は
明
治
十
年

代
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、

考
察
を
こ

の

時
期
に

限
定
す
る
こ

と
を

あ
ら
か
じ
め
こ

と
わ
っ

て

お
き
た
い
。

そ
の

明
治
十
年
代
の

県
下
に

お
い

て
、

現
在
判
明
す
る
結
社
の

総
数
は
百
二
に

な
る
。

い

ま
の

と

こ

ろ
百
を
こ

え
る
結
社
の

内
容
が
不
十
分
で

は

あ
れ
判
明
し
た
の

は
、

全
国
で

も
本
県
だ
け
で

あ
ろ
う
。

さ
て
、

そ
の

内
訳
を
見
る
と
、

横
浜
区
九
、

橘
樹
郡
九
、

都
筑
郡
四
、

西
多
摩
郡
十
五
、

南
多
摩
郡

二
十
一

、

北
多
摩
郡
九
、

三
浦
郡
三
、

鎌
倉
郡
一

、

高
座
郡
三
、

大

住
郡
・

淘
綾
郡
あ
わ
せ
て
二
、

愛
甲
郡
十
四
、

津
久
井
郡
三
、

足
柄

下
郡
三
、

在
東
京
六
に

な
る
。

こ

の

数
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

南
多

摩
郡
が
断
然
多
く
、

結
社
全
体
の

二
〇
㌫
を
占
め
る
。

さ
ら
に
三
多

摩
を
あ
わ
せ
る
と
実
に

全
体
の

四
六
㌫
に

な
る
。

現
在
の

横
浜
市
・

川
崎
市
に

重
な
る
横
浜
区
・

橘
樹
郡
を
あ
わ
せ

る
と

同
様
に
一

七

㌫
強
、

愛
甲
郡
が

同
様
に
一

三
㌫
強
に

な
る
。

こ

れ
は
次
節
で

見

る
自
由
党
員
の

分
布
に

ほ
ぼ
照
応
す
る
数
値
で

あ
り
、

政
党
組
織
で

い

え
ば
南
多
摩
郡
自
由
党
・

北
多
摩
郡
自
由
党
・

西
多
摩
郡
自
由

党
・

愛
甲
郡
自
由
党
に

対
応
す
る
。

さ
し
あ
た
り
政
治
面
だ
け
で

見
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れ
ば
、

結
社
の

組
織
な
く
し
て

政
党
の

組
織
化
は
あ
り
え
な
か
っ

た
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。

多
彩
な
結
社
は
、

大
き
く
政
治
結
社
・

学
習
結
社
・

産

業
結
社
に

分
け
ら
れ
る
が
、

そ
の

内
容
と
考
察
に
つ

い

て

は
本
節
の

結
び
に

ま
わ
し
た
い
。

横
浜
区

一

　

鶯
鳴
社
　
一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
十
月
十
三
日
、

横
浜
区
太
田
町
の

料
理
店
「
佐
の

茂
」
で

発
会
式
を
あ
げ
た
。

当
日
、

有
名
な
嚶
鳴

社
を
主
宰
す
る
沼
間
守
一

が
招
か
れ
て

演
説
を
し
て
い

る
。

社
員
は
、

戸
塚
・

早
矢
仕
・

木
村
・

本
多
以
下
二
十
余
名
と
報
じ
ら
れ
て
い

る
が
、

こ

の

中
心
に

な
っ

て
い

る
社
員
は
、

の

ち
に
い

ず
れ
も
県
会
議
員
と
な
る
戸
塚
千
太
郎
・

早
矢
仕
有
的
・

木
村
利
右
衛
門
・

本
多
武
右
衛
門
と
思
わ
れ

る
。

鶯
鳴
社
の

集
会
は
毎
月
土
曜
日
、

傍
聴
自
由
と
定
め
ら
れ
て
い

た
（『
横
浜
毎
日
新
聞
』、
明
治
十
一

年
十
月
十
一

日
・

同
十
六
日

付
）。

二
　

第
四
嚶
鳴
社
　
一

八
七
九
年
、

沼
間
守
一

が
主
宰
す
る
第
一

東
京
嚶
鳴
社
の

影
響
下
に

成
立
、

横
浜
区
だ
け
で

な
く
五
日
市
・

府
中
・

八
王

子
・

日
野
・

吉
野
・

久
保
沢
な
ど
の

有
志
の

招
聘
に

応
じ
、

毎
月
演
説
会
を
開
催
し
た
（
色
川
大
吉
「
明
治
前
期
の

民
権
結
社
と
学
習
運
動
」
『
東
京
経

済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集
』
二
一

号
、

以
下
「
色
川
論
文
」
と
略
称
す
る

）。

三
　

横
浜
苦
楽
府
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
七
月
十
七
日
、

横
浜
に

設
立
さ
れ
た
。

南
多
摩
郡
日
野
宿
の

民
権
家
天
野
清
助
も
入
社
し
て

い

る
（
新
井
勝
紘
「
自
由
民
権
の

昂
揚
―

結
社
の

活
動
を
中
心
に

」『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
上
巻
、

以
下
「
新
井
論
文
」
と

略
称
す
る
）。

四
　

顕
猶
社
　

政
談
演
説
会
を
主
要
な
活
動
と
し
た
県
下
の

代
表
的
な
政
治
結
社
の
一

つ

で

あ
る
。

「
顕
猶
社
仮
社
則
」
は
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十
一

月
二

十
一

日
に
で

き
て

お

り
、

届
出
認
可
を
受
け
た
の

が
翌
月
の

八
日
で

あ
っ

た
。

斎
藤
忠
太
郎
・

最
上
幸
吉
・

青
山

和
三
郎
の

三
人
が
発
起
人
で
、

戸
塚
・

小
田
原
な
ど
の

加
入
者
も
含
め
て

当
初
約
二
百
余
名

横浜に結成された顕猶社仮社則
東京経済大学図書館蔵
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の

会
員
が
い

た
。

後
に

同
社
は
、

「
顕
猶
社
討
論
会
概
則
」
を
定
め
て
い

る
。

こ

の

討
論
会
は
、

毎
月
第
一

第
三
土
曜
日
に
、

社
員
の

み
で

政
治
・

法
律
・

経
済
な
ど
の

問
題
を
討
論
に
よ
り
深
め
よ
う
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

顕
猶
社
の

表
看
板
は
、

何
と
い

っ

て

も
演
説
会
で

あ
る
。

横
浜
鉄
橋

際
の

富
竹
亭
で

多
く
開
か
れ
た
演
説
会
の

演
題
を
見
る
と
、

国
政
の

在
り
方
を
論
ず
る
政
治
問
題
や
法
律
・

経
済
な
ど
に

わ
た
る
学
芸
関
係
が
圧
倒

的
に

多
い

こ

と
が
わ
か
る
。

演
説
者
は
社
員
だ
け
で

な
く
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
記
者
や
嚶
鳴
社
員
が
招
か
れ
て
お

り
、

全
体
と
し
て

嚶
鳴
社
の

影

響
が
強
か
っ

た
（
渡
辺
奨
「
自
由
民
権
運
動
の

高
揚
期
に
お
け
る
横
浜
政
治
結
社
の

動
向
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』
五
号
、

資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
一

六
）。

五
　

政
談
自
由
演
説
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四
）
年
二

月
二

十
七
日
、

伊
従
勝
五
郎
を
会
長
と
し
て

設
立
さ
れ
た
（
色
川
論
文
）。

六
　
政
談
横
浜
演
説
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
四
、

五
月
ご
ろ
設
立
さ
れ
た
。

漸
進
的
な
顕
猶
社
に

あ
き
た
ら
ず
退
社
し
た
伊
従
勝
五
郎
・

高
橋
親
義
ら
が
主
宰
し
た
（
渡
辺
前
掲
論
文
）。

七
　
横
浜
学
術
討
論
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
九
月
二
十
五
日
の
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に

設
立
広
告
が
出
さ
れ
て
い

る
。

そ
れ
に
よ
れ

ば
、

会
費
毎
月
十
五
銭
、

開
会
二

回
、

法
律
・

経
済
そ
の

他
学
術
に

関
す
る
事
項
を
討
論
す
る
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

連
絡
責
任
者
は
宮
川
町
の

鈴
木
券
太
郎
で
、

鈴
木
は
顕
猶
社
の

有
力
な
メ

ン

バ

ー
で

も
あ
っ

た
（
渡
辺
前
掲
論
文
）。

八
　
愛
林
社
　
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
二

月
二

十
六
日
に

発
会
式
を
行
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

長
者
町
の

最
上
幸
吉
ほ
か
数
名
が
発
起
人
で
、

規
則
を
作
り
、

樹
木
の

培
養
に

従
事
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い

た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
五
年
二
月
二
十
一

日
付
）。

九
　
研
磨
会
　
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
六
月
に
、

横
浜
商
人
の

有
志
が
設
立
し
、

知
識
の

研
磨
、

元
気
の

振
起
、

商
業
の

改
良
を
目
指
し

た

（
新
井
論
文
）。

橘
樹
郡

一

〇
　
橘
樹
郡
親
睦
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
二
月
十
一

日
、

溝
ノ

口

桜
鶴
楼
で

開
催
さ
れ
た
。

会
主
は
郡
長
松
尾
豊
材
、

幹
事
は
浅
田
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定
賢
・

添
田
知
義
・

鈴
木
直
成
・

荒
波
孫
四
郎
・

石
井
直
方
・

田
中
光
弼
・

河
合
平
蔵
の

七
人
で
い

ず
れ
も
戸
長
、

賛
成
者
は
百
八
十
五
名
に

達
し

た
。

当
日
、

県
会
議
員
の

岩
田
道
之
助
は
他
府
県
の

有
志
結
合
・

演
説
会
・

討
論
会
の

例
を
引
き
、

本
郡
の

進
歩
を
促
す
た
め

有
志
の

団
結
を
は
か

り
、

毎
月
あ
る
い

は
隔
月
に

政
談
演
説
会
を
開
こ

う
と
演
説
し
て
い

る
。

こ

の

親
睦
会
に

刺
激
さ
れ
て

発
足
し
た
の

が
つ

ぎ
の

旧
五
大
区
親
睦
会
で

あ
る
（
小
林
孝
雄
『
神
奈
川
の

夜
明
け
』）。

一

一

　

旧
五
大
区
親
睦
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
七
月
一

日
、

溝
ノ

口

で

開
か
れ
た
。

旧
五
大
区
は

溝
ノ

口

村
ほ
か
三
十
六
か

村
で

あ
る

が
、

当
日
村
々

よ
り
百
二
十
名
の

参
会
者
が
あ
っ

た
。

こ

の

親
睦
会
の

幹
事
長
に
は
溝
ノ

口

村
戸
長
の

鈴
木
直
成
が
あ
げ
ら
れ
た
（
小
林
孝
雄
前
掲

書
）。一

二
　

武
相
同
盟
会
　
横
浜
住
吉
町
の

森
屋
善
三
郎
ら
幹
事
が
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
九
月
十
七
日
、

神
奈
川
町
名
古
屋
楼
に
て

会
費
一

円
で

同
会
を
開
催
す
る
広
告
を
出
し
て
い

る
。

そ
の

他
同
会
に
つ

い

て

の

詳
細
は
不
明
で

あ
る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
九
月
六
日
付
）。

一

三
　
「
神
奈
川
駅
政
談
演
説
会
」（
正
式
の

名
称
不
明

）　
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
一

月
三
十
日
に

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
の

島
田
三
郎
ら
三
名

を
招
き
政
談
演
説
会
を
開
い

て
い

る
の

で
、

そ
れ
以
前
に

発
足
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。

神
奈
川
駅
の

鈴
木
金
助
・

木
村
秀
哉
ら
の

発
起
に
よ
る
も
の

で
、

三
十
日
の

演
説
会
が
二
百
四
、

五
十
名
の

盛
会
だ
っ

た
こ

と
か
ら
以
後
毎
月
一

回
開
催
を
予
定
、

会
員
募
集
に
の

り
出
し
て
い

る
（『
東
京
横
浜

毎
日
新
聞
』
明
治
十
五
年
二
月
四
日
付
）。

一

四
　

学
術
演
説
会
　
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
五
月
ご
ろ
、

郡
下
の

発
起
人
数
十
人
の

名
を
連
ね
て

発
足
、

中
心
人
物
は
島
田
三
郎
・

中
村

久
太
郎
・

井
田
文
三
で
、

本
拠
を
川
崎
村
に

置
い

た
（
色
川
論
文
）。

一

五
　

頼
母
子
懇
談
会
　
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
十
二

月
、

井
田
文
三
（
郡
書
記
を
辞
職
、

県
会
議
員
）
を
会
主
と
し

井
田
啓
三
郎
・

山
根
喜
平
・

新
井
市
左
衛
門
・

鈴
木
久
弥
・

城
所
範
治
・

河
合
平
蔵
・

田
村
義
員
・

鈴
木
直
成
ら
に
よ
っ

て

組
織
さ
れ
た
が
、

集
会
条
例
に

よ
り
禁
止
さ
れ
、

通
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常
頼
母
子
講
に

改
め
ら
れ
た
。

同
会
は
、

頼
母
子
講
に

よ
っ

て

会
維
持
の

資
金
を
得
る
と
と
も
に

講
の

会
衆
で

演
説
会
を
開
く
と
い

う
一

石
二
鳥
を
ね
ら
っ

た
ユ

ニ

ー
ク

な
方
法
を
考
え
出
し
て
い

る
。

一

八

八
三
年
四
月
一

日
、

溝
ノ

口

宗
隆
寺
で

会
衆
六
十
余
名
の

政
談
演
説
会
を
開
き
、

島
田
三
郎
・

赤
羽
万

二
郎
・

波
多
野
伝
三
郎
ら
を
招
い

て
い

る
。

一

八
八
四
年
一

月
六
日
に

も
会
衆
七
十
余
名
が
等
覚
院
で

学
術
演
説
会
を
開
い

た
（
小
林
孝
雄
前
掲
書
）。

一

六
　

神
奈
川
相
親
会
　
鈴
木
金
助
ら
が
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
に

神
奈
川
駅
青
木
町
に

設
立

し
た
。

知
識
の

交
換
を
目
的
と
し
た
が
、

十
七
、

八
回
開
催
し
て

解
散
し
た
（
新
井
論
文
）。

一

七
　

神
奈
川
談
話
会
　
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
二

月
、

神
奈
川
駅
に

設
立
さ
れ
た
。

会
員
四
十
名
で
、

横
浜
よ
り
自
由
党
員
佐
藤
健
治
郎
、

関
貞
吉
ら
が
参
加
し
て
お

り
、

毎
土
曜
日
に

開
会
し
た
（
新
井
論
文
）。

一

八
　

酔
飽
会
　
一

八
八
四
年
四
月
八
日
、

神
奈
川
駅
に

設
立
さ
れ
た
。

神
奈
川
談
話
会
に

横
浜
の

有
志
が
加
わ
っ

た
も
の

で

あ
る
（
新
井
論
文
）。

都
筑
郡

一

九
　

育
英
社
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三
）
年
四
月
八
日
以
前
に
、

石
川
村
の

金
子
馬
之
助
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
三

年
四
月
八
日
付
）。

二
〇
　

共
愛
社
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
四
月
八
日
以
前
に

数
名
の

発
起
人
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

育
英
社
の

金
子
馬
之
助
が

社
員
と
し
て

参
加
し
て
い

る
。

同
社
の

目
的
は
貧
民
救
助
、

育
英
資
金
の

提
供
な
ど
で

あ
る
が
、

毎
月
数
回
の

演
説
講
談
会
を
開
催
す
る
こ

と
も
協
議
し
て
い

る

（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
三
年
四
月
八
日
付
）。

二
一

　

攻
玉
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
二

月
、

大
谷
教
曹
・

佐
藤
貞
幹
・

飯
塚
民
治
郎
ら
に

よ
り
池
辺
村
に

設
立
さ
れ
た
。

知
識
の

交
換
、

井田文三
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学
術
研
究
を
目
的
と
し
、

毎
月
一

回
演
説
討
論
会
を
開
い

た
。

翌
八
二

年
一

月
に

規
則
を
作
成
し
、

弁
士
の

招
聘
も
行
っ

た
（
新
井
論
文
）。

二
二
　
相
東
社
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
、

久
保
村
の

佐
藤
貞
幹
、

下
川
井
村
の

桜
井
光
興
ら
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
た
。

こ

の

二
人
は
い

ず

れ
も
後
に

県
会
議
員
・

自
由
党
員
と
し
て

活
躍
し
て
い

る
（
色
川
論
文
）。

西
多
摩
郡

二
三
　
学
芸
講
談
会
　
五
日
市
村
の

内
山
安
兵
衛
・

土
屋
勘
兵
衛
・

深
沢
権
八
ら
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
も
の

で
、

学
芸
全
般
に
つ

い

て

講
談
演
説
・

討
論
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、

毎
月
三
回
五
の

日
（
当
初
は
一

の

日

）
に

開
会
し
た
。

嚶
鳴
社
員
の

波
多
野
伝
三
郎
が
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年

十
一

月
一

日
の

懇
親
会
に

招
か
れ
た
と
き
、

同
地
の

演
説
の

す
ば
ら
し
さ
に

驚
い

て

質
問
し

た
と

こ

ろ
、

「
昨
年
よ
り
毎
月
三
回
宛
学
術
講
談
会
を

催
」
し
て

き
た
た
め
だ
と
の

答
が
あ
っ

た
と
い

う
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
十
二
月
四
日
付
）。
こ

の

記
事
に

よ

れ
ば
、

学
芸
講
談
会
は
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
に

存
在
し
て
い

た
こ

と
に

な
る
。

こ

の

会
に
、

放
浪
の

思
想
家
千
葉
卓
三
郎
が

名
を
連
ね
る
の

は
一

八
八
一

年
か
ら
で

あ

る
。

（
色
川
論
文
、

色
川
大
吉
編
『
民
衆
憲
法
の

創
造
』）。

二

四
　
五
日
市
討
論
会
　
「
私
擬
五
日
市
討
論
会
概
則
」
と
表
記
さ
れ
た
墨
書
の

文
書
に
よ

れ
ば
、

こ

の

会
は
、

政
治
・

法
律
・

経
済
な
ど
学
術
全
般
の

内
よ
り
重
要
な
事
項
を
選
ん
で

討

議
し
、

多
数
決
に

よ
っ

て

そ
の

日
な
り
の

結
論
を
出
す
方
法
を
と
っ

て
い

た
。

開
会
日
は
毎
月

三
回
五
の

日
で

あ
る
が
、

前
記
の

学
芸
講
談
会
の

幹
事
の

判
断
に
よ
り
延
会
や
臨
時
開
催
も
認

め
ら
れ
て
い

る
か
ら
、

学
芸
講
談
会
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の

時
期

は
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十
二

月
以
降
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

学
芸
講
談
会
と
五
日

市
討
論
会
の

活
動
が
、

全
文
二
百
四
か

条
、

そ
の

う
ち
「
国
民
ノ

権
利
」
に

三
十
六
か

条
、

「
立

学芸講談会盟約
東京経済大学図書館蔵
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法
権
」
に

七
十
九
か

条
を
あ
て

て
、

人
権
保
障
に

周
到
な
注
意
を
払
っ

た
「
五
日
市
憲
法
草
案
」
を
生
み
出
し
た
の
で

あ
る
（
色
川
前
掲
書
）。

二
五
　
耶
蘇
講
会
　『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』（
明
治
十
三
年
三
月
二
十
六
日

付
）
の

「
武
州
西
多
摩
郡
五
日
市
の

近
況
」と
題
し
た
記
事
の

な
か
に

そ

の

名
が
見
え
る
が
、

詳
細
は
不
明
で

あ
る
。

二
六
　
茶
談
会
　
右
と
同
じ
記
事
中
に
、

小
学
校
教
員
に
よ
る
も
の

と
あ
る
以
外
は
不
明
で

あ
る
。

二
七
　
自
助
筆
談
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
九
月
、

八
尾
玄
益
・

深
沢
権
八
・

木
崎
雄
蔵
・

坂
本
次
郎
左
衛
門
・

石
川
保
助
ら
発
起
人
十

三
名
に

よ
っ

て

青
梅
町
に

設
立
さ
れ
た
。

同
会
は
各
自
の

思
想
を
印
刷
し
て

討
論
し
、

知
識
の

交
換
を
は
か
っ

た
（
新
井
論
文
）。

二
八
　
箱
根
ケ

崎
有
志
者
懇
親
会
　
比
留
間
（
雄
亮
か

）
・

山
田
・

関
谷
・

佐
々

・

宮
崎
ら
の

首
唱
で
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
二
月
以
前
に

結
成
、

毎
月
一

回
開
会
し
た
。

一

八
八
二

年
二

月
十
三
日
の

場
合
、

嚶
鳴
社
の

島
田
三
郎
・

草
間
時
福
の

演
説
を
会
員
百
余
名
が
聞
き
、

夜
に

入
る

と
、

県
会
議
員
内
野
杢
左
衛
門
・

指
田
茂
十
郎
も
加
わ
り
、

会
員
二
十
余
名
が

討
論
会
を
開
い

て
い

る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
五
年
二
月
十

六
日
付
）。

二

九
　
南
風
社
　

三
〇
　
玉
成
社
　

南
風
社
は
多
摩
村
に
、

玉
成
社
は
そ
の

隣
村
平
井
村
に

設
立
さ
れ
た
結
社
で
、

学
習
会
や
演
説
会
を
開
い

て

活
動
し
て
い

た
よ

う
で

あ
る
。

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
四
月
七
日
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
の

細
川
瀏
・

鈴
木
券
太
郎
が
多
摩
村
有
志
に

招
か

れ
当
地
の

懇
親
会
に

出
席
し
た
と
き
の

感
想
に
、

両
社
が
演
説
に

習
熟
し
て
い

る
と
述
べ

て
い

る
か
ら
、

こ

の

懇
親
会
を
開
催
し
た
日
以
前
に

結
成

さ
れ
て
い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ

の

会
に

尽
力
し
た
人
び
と
は
、

須
藤
・

坂
口
・

比
留
間
・

佐
々

木
・

鈴
木
（
氏
名
不
詳
）
で

あ
っ

た
（『
東
京
横
浜
毎

日
新
聞
』
明
治
十
五
年
四
月
十
二
日
付
）。

三
一

　
建
極
党
　
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
ご
ろ
、

千
葉
卓
三
郎
ら
が
、

自
由
の

拡
充
と
社
会
の

改
良
を
掲
げ
て
、

五
日
市
町
に

設
立
し
た
（
新

井
論
文
）。
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三
二
　
時
習
社
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
二
月
、

静
原
寛
十
郎
・

坂
本
次
郎
左
衛
門
、

田
村
半
十
郎
ら
に

よ

り
青
梅
町
に

設
立
さ
れ
た
。

会
員
は
百
四
十
名
、

地
方
の

漸
進
的
改
良
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
、

懇
親
会
を
開
催
し
た
（
新
井
論
文
）。

三
三
　
西
多
摩
郡
私
立
教
育
会
　
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
三
月
二
十
三
日
、

石
川
保
助
・

嶋
田
六
助
・

木
崎
雄
蔵
・

佐
々

木
基
ら
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
、

本
部
を
青
梅
町
に

置
い

た
（
色
川
論
文
）。

三
四
　
積
善
社
　
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
三
月
二
十
八
日
、

上
成
木
村
に

設
立
さ
れ
、

貧
民
救
助
を
目
的
と
し
た
（
色
川
論
文
）。

三
五
　
交
進
会
　
一

八
八
四
（
明
治
十
七

）
年
四
月
、

土
屋
勘
兵
衛
・

山
野
熊
太
・

東
海
林
保
定
・

秋
山
文
一

ら
に

よ

り
五
日
市
町
に

設
立
さ
れ

た
（
新
井
論
文
）。

三
六
　
憲
天
教
会
　
内
山
安
兵
衛
・

深
沢
権
八
・

名
生
父
子
ら
に

よ

り
、

一

八
八
五
（
明
治
十
八

）
年
三
月
、

五
日
市
町
に

設
立
さ
れ
た
。

こ

の

会
は
、

「
釈
尊
ノ

大
教
ニ

憲
ト
リ
天
地
ノ

公
道
ヲ

明
カ
ニ

シ

以
テ
社
会
ノ

開
明
ヲ

補
翼
ス

ル

」
こ

と
を
目
的
と
し
（
第
二

条
）、

毎
月
講
談
会
を
開
き
、

費
用
は
有
志
の

寄
附
金
に
よ
る
と
規
約
に

定
め
て
い

る
（
色
川
論
文
）。

三
七
　
英
語
学
会
　
一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
、

内
山
安
兵
衛
・

深
沢
権
八
ら
に
よ
り
、

五
日
市
町
で

発
起
さ
れ
た
。

そ
の

趣
意
書
に

よ
れ
ば
、

文
明
の

発
展
、

外
人
と
の

交
際
を
予
想
し
て
、

世
界
に

広
く
使
用
さ
れ
て
い

る
英
語
を
「
速
成
」（
六
か
月

）
で

修
得
さ
せ
よ
う
と
い

う
も
の
で

あ
っ

た
（
色
川
論
文
）。

南
多
摩
郡

三
八
　
責
善
会
　
「
責
善
会
規
則
」
に
は
一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
五
月
の

日
付
が
あ
り
、

現
在
ま
で

に

判
明
し

て

い

る

神
奈
川
県
の

最
初
の

結
社
で

あ
る
。

橋
本
政
直
・

石
坂
昌
孝
（
野
津
田
村
）
・

薄
井
盛
恭
（
上
小
山
田
村
）・
中
溝
昌
弘
（
大
蔵
村
）・
若
林
有
信
（
下
小
山
田
村
）・
嘉
山
荘
助

（
小
野
路
村
）・
村
野
常
右
衛
門
（
鶴
川
村
）・
榎
本
重
美
（
真
光
寺
村
）
ら
各
村
落
の

有
力
者
十
九
名
に

よ
り
創
設
さ
れ
た
。

会
の

目
的
は
、

「
社
友
相
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共
ニ

協
心
同
力
シ

テ
過
失
ヲ

格
正
シ

疑
事
ヲ

討
議
シ

非
ヲ

責
善
ニ

導
キ
知
識
ヲ

開
達
シ

産
業
ヲ

振
興
セ

シ

メ

其
佗
百
般
各
自
ノ

便
益
ヲ

計
」
る
こ

と
に

あ
っ

た
（
第
一

条
）。
そ
の

た
め
毎
月
第

二
日
曜
日
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

会
合
し
、

場
合
に
よ
っ

て

は

臨
時
会
を
開
き
、

「
親
戚
長
幼
尊
卑
ヲ

論
セ

ス

」
自
主
対
等
に

討
議
を
尽
す
こ

と
が
も
と
め
ら
れ
て
い

た
。

知
識

を
深
め
る
討
議
、

産
業
振
興
策
に
つ

い

て

の

意
見
交
換
、

「
自
己
ノ

身
上
ニ

於
テ

未
決
ノ

事
」

な
ど
あ
る
と
き
の

相
談
（
第
十
条
）
と
い

う
会
の

趣
旨
は
、

参
加
者
の

要
求
に

深
く
根
ざ
し
て

お
り
、

そ
の

意
味
で

農
民
的
結
社
の

原
型
を
見
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
（
色
川
論
文
）。

三
九
　
八
王
子
第
十
五
嚶
鳴
社
　
東
京
の

嚶
鳴
社
の

影
響
下
に
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年

一

月
十
七
日
、

成
内
頴
一

郎
ら
五
十
名
ほ
ど
で

八
王
子
に

発
足
し
た
（
色
川
論
文

）。
社
則
に
よ

れ
ば
会
の

趣
旨
は
、

「
交
誼
ヲ

厚
ク

シ

智
見
ヲ

広
メ

学
識
ヲ

長
シ

物
産
興
起
ノ

途
ヲ

求
メ

」
る

こ

と
に

あ
り
、

そ
の

た
め
に
は
何
よ
り
も
意
見
を
交
換
す
る
「
演
説
討
論
ノ

会
」
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

会
合
は
毎
月
十
二
日
、

二
十
二
日
を
定
則
と
し
、

午
後
六
時

に

開
会
、

論
題
（
其
の

場
で

出
さ
れ
る
も
の

と
宿
題
に
な
っ

て
い

た
も
の

と
二
種
あ
る

）
に
つ

い

て
の

討
論
会
、

つ

い

で

演
説
、

ま
た
討
論
会
と
い

う
方
式
で

運
営
さ
れ
た
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶

一

五
）。

四
〇
　
琢
磨
会
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
四
月
、

細
野
喜
代
四
郎
（
小
川
村

）・
井
上
光
治
（
鶴
間
村

）
ら
が

中
心
に

な
り
、

「
学
術
演
説
討
論

等
ヲ

研
究
」
す
る
結
社
と
し
て

出
発
し
た
。

会
員
は
、

細
野
・

井
上
の

ほ
か
、

能
ケ

谷
村
の

神
蔵
喜
六
・

同
長
造
・

同
要
吉
、

岡
上
村
の

梶
竹
次
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郎
・

和
知
春
吉
・

同
光
美
、

高
ケ

坂
村
の

小
島
豊
一

・

市
川
堯
造
、

小
川
村
の

前
田
幸
之
助
・

野
村
吉
寛
・

上
鶴
間
村
の

渋
谷
常
次
郎
・

同
徳
次

郎
・

恩
田
村
の

三
部
原
二

良
、

鶴
間
村
の

細
野
彦
太
郎
の

十
六
名
で
、

南
多
摩
・

高
座
・

都
筑
の

三
郡
七
か

村
に
わ
た
っ

て

い

た
（『
町
田
市
史
』

下
巻
）。

四
一

　
政
談
演
説
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
一

月
十
二
日
、

八
王
子
・

三
沢
・

豊
田
村
を
範
囲
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。

発
起
人
は
成
内
頴
一

郎
・

川
口

寛
一

・

谷
合
弥
七
・

吉
田
忠
左
衛
門
・

赤
松
良
折
・

梅
村
由
五
郎
・

土
方
円
・

今
井
匡
之
・

師
岡
豊
之
助
ら
十
名
で
、

毎
月
一

回
東
京
よ

り
弁
士
を
呼
ん
で

演
説
会
を
開
く
こ

と
に

し
て
い

た
（
新
井
論
文
）。

四
二
　
養
英
館
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
一

月
、

青
木
勘
次
郎
（
校
主

）・
島
崎
伊
右
衛
門
・

吉
川
宗
右
衛
門
に

よ
り
、

相
原
村
に

八

年
制
の

私
立
小
学
校
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。

同
年
七
月
五
日
、

中
島
信
行
の

演
説
会
が
養
英
館
で

開
か
れ
て
お
り
、

学
習
結
社
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て

い

た
と
考
え
ら
れ
る
（『
町
田
市
史
史
料
集
』
第
八
集
）。

四
三
　
武
相
懇
親
会
　
石
坂
昌
孝
・

榎
本
重
美
ら
を
発
起
人
と

す
る

武
相
懇
親
会
は
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
一

月
三
十
日
、

原
町
田
村
の

旅
館
吉
田
屋
で

開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
、

招
待
さ
れ
た
松
沢
求
策
・

上
条
信
次
（
東
洋
自
由
新
聞

）、
肥
塚
龍
（
東
京
横
浜
毎
日
新
聞

）、
末
広
重
恭
（
朝

野
新
聞

）
を
弁
士
と
す
る
演
説
会
が
あ
り
、

そ
の

後
宴
会
に

移
っ

た
。

後
日
印
刷
さ
れ
た
「
武
相
懇
親
会
第
一

回
姓
名
録
」
に
よ
れ
ば
、

参
加
者
総

数
は
二
百
三
名
で
、

南
多
摩
郡
内
二
十
九
か
村
百
四
十
九
名
が
も
っ

と
も
多
く
、

つ

い

で

高
座
郡
二
十
九
名
、

都
筑
郡
十
六
名
、

鎌
倉
郡
六
名
、

橘

樹
郡
一

名
、

愛
甲
郡
一

名
、

大
住
郡
一

名
と
な
っ

て
い

る
。

発
起
人
の

石
坂
は
、

県
下
の

指
導
的
な
民
権
家
で

あ
り
、

野
津
田
村
の

豪
農
で
一

八
七

九
年
の

第
一

回
県
会
議
員
に

当
選
、

初
代
県
会
議
長
に

推
さ
れ
て
い

る
し
、

「
姓
名
録
」
に

見
え
る
村
野
常
右
衛
門
・

中
溝
昌
弘
・

細
野
喜
代
四
郎
・

青
木
正
太
郎
・

林
副
重
・

日
野
義
順
・

山
本
作
左
衛
門
・

神
藤
利
八
・

桜
井
光
興
・

佐
藤
貞
幹
は
前
後
し
て

県
会
議
員
に

な
っ

た
人
び
と
で

あ
り
、

そ
の

他
の

参
加
者
も
戸
長
層
に

属
す
る
者
が
多
か
っ

た
。

武
相
懇
親
会
は
、

い

わ
ゆ
る
一

回
か
ぎ
り
の

懇
親
会
で

は
な
く
、「
姓
名
録
」
の

緒
言
に
よ
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